
第１部　試験概要とその対策 

第２部　テーマ別セキュリティ「解説編」 

 １ 認証とアクセスコントロール／平成 26年秋 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅱ問１  
 ２ PKI（Public Key Infrastructure） ／平成 28年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問３  
 ３ IPsec-VPN ／平成 19年春 テクニカルエンジニア（情報セキュリティ）試験 午後Ⅱ問２ 
 ４ FW／ IDS／ IPS ／平成 19年春 テクニカルエンジニア（情報セキュリティ）試験 午後Ⅰ問２ 
 ５ DMZ 上の機器 ／平成 28年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問２  
 ６ Web サーバ ／平成 27年秋 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問１  
 ７ セキュアプログラミング ／平成 28年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問１ 

第３部　テーマ別セキュリティ「解答テクニック編」 

 ８ ログ ／平成 24年秋 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問２ 
 ９ インシデント対応 ／平成 27年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問２  
１０ リモートアクセス環境 ／平成 25年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問３ 
１１ 物理的セキュリティ ／平成 21年秋 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅱ問２ 



第１部　試験概要とその対策 

第２部　テーマ別セキュリティ「解説編」 

 １ 認証とアクセスコントロール／平成 26年秋 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅱ問１  
 ２ PKI（Public Key Infrastructure） ／平成 28年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問３  
 ３ IPsec-VPN ／平成 19年春 テクニカルエンジニア（情報セキュリティ）試験 午後Ⅱ問２ 
 ４ FW／ IDS／ IPS ／平成 19年春 テクニカルエンジニア（情報セキュリティ）試験 午後Ⅰ問２ 
 ５ DMZ 上の機器 ／平成 28年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問２  
 ６ Web サーバ ／平成 27年秋 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問１  
 ７ セキュアプログラミング ／平成 28年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問１ 

第３部　テーマ別セキュリティ「解答テクニック編」 

 ８ ログ ／平成 24年秋 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問２ 
 ９ インシデント対応 ／平成 27年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問２  
１０ リモートアクセス環境 ／平成 25年春 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅰ問３ 
１１ 物理的セキュリティ ／平成 21年秋 情報セキュリティスペシャリスト試験 午後Ⅱ問２ 



情報処理
安全確保
支援士試験



・	本書に記載された内容は情報の提供のみを目的としています。本書の制作にあたっては正確な記述
に努めましたが、著者・出版社のいずれも本書の内容について何らかの保証をするものではなく、
内容に関するいかなる運用結果についてもいっさいの責任を負いません。本書を用いての運用はす
べて個人の責任と判断において行ってください。

・	本書に記載の記事、製品名、URL等は2016年12月現在のものです。これらは変更される可能性が
ありますのであらかじめご了承ください。

・	本書に記載されている会社名・製品名等は、一般に各社の登録商標または商標です。本文中では©、®、
™等の表示は省略しています。

本書のサポートサイト

本書第3部の解答用紙のPDFや、本書に関する追加情報等について提供し
ます。

https://book.mynavi.jp/supportsite/detail/9784839960957.html

QRコードで簡単アクセス！



まえがき
　平成29年4月16日、第１回目の情報処理安全確保支援士試験が開催されます。
　IPA（情報処理推進機構）の発表では、資格の維持方法や名称の使用に関してなど
運用方法は変わるそうですが、試験そのものは変わらないようです。確かに、試験範
囲もシラバスも、試験の仕組み（午前Ⅰの免除制度なども含めて）は全く同じです。
したがって、試験対策そのものも他の試験区分同様これまでたくさんストックされて
きた過去問題を使うスタイルがベストです。もちろん本書でも過去問題を最大限に活
用しながら学習が進んでいくような構成にしています。
　情報処理技術者試験のテクニカル系特有の次のような点にも配慮しました。

・	記述式設問でも、知識があれば解ける問題が出題される
・	知識よりも、問題文に書かれている状況を正確に把握しないといけない設問も

ある（専門知識が十分だったとしても点数が取れない）

　具体的には、記述式の“過去問題”という資産を使い分けています。“知識があれ
ば解ける問題”に対しては「過去問題を読んで関連知識を過去問題と共に覚えていく」
というようにし（第２部）、“状況を正確に把握しないと解けない問題”に対しては「過
去問題を使って解答するテクニック（短時間で状況を正確に把握して、解答する方法）」
を説明しています（第３部）。それぞれの特徴の違いを踏まえて学習してみてください。
　情報セキュリティ分野に関しては、網羅的に説明しようとするとどうしてもページ
数が多くなります。本書では重要な午後の問題に絞り込み、午前問題を極力少なくし
ています。午前問題はIPAのサイトで提供されている過去問題だけで対応可能です。
IPAのサイトからダウンロードできる過去問題のPDFに解説はありませんが、情報
はネット上にいくらでもありそれを調べていれば“新規問題”にも対応可能になりま
す。もし効率よく午前対策をしたい場合には、本書の姉妹書『これで合格！情報セキュ
リティマネジメント』（ISBN978-4-8399-5920-3）もあります。この本では午前問題を
160問掲載しているので（レベル２とレベル３の問題が中心ですが）網羅性は十分な
ので必要に応じてご利用ください。
　どうすれば効率良く学習でき、合格できるのかを考えながら作成しました。ぜひ本
書をフル活用して合格を勝ち取ってください。

2016年12月
著者代表　早川洋志
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■重要部分
問題文の中で注意すべき部分を囲んで
表示しています。この部分に注意しな
がら設問を読んでいきましょう。

■過去問題ページ（午後問題）
過去に出題された午後問題を紹介しています。

情報処理安全確保支援士試験は、それまで実施されていた情報セキュリティス
ペシャリスト試験の内容をベースに実施されます。本書ではテーマを厳選した
過去問題を掲載し、それぞれポイントになる部分を解説します。

本書の使い方

■補足説明部分
囲み部分に対する説明を加えていま
す。
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■解答・講評ページ（午後問題）
過去に出題された午後問題の解答と講評を掲載してあります

■過去問題ページ（午前問題）
過去に出題された問題を紹介しています。

■補足説明部分
問題文の補足説明を
加えています。

■正解の項目
設問の中で正解にな
る項目を示します。

■解答部分
IPA のホームページに
掲載されている回答
例です。

■講評部分
IPA のホームページに
掲載されている講評
を掲載しています。
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第1部

試験概要とその対策

9





試験制度に関して

情報処理安全確保支援士（※）は、サイバーセキュリ
ティ分野の国家資格として2016年に新しく創設さ
れ、2017年春期より「情報処理安全確保支援士試
験」が実施予定となっています。ここでは、新たに
創設された制度と試験の概要について解説していき
ます。
※通称名：登録情報セキュリティスペシャリスト（登録セキスペ）、
　英語名：RegisteredInformationSecuritySpecialist（RISS）
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第1部　試験概要とその対策

「情報処理安全確保支援士」の創設

　「サイバーセキュリティ基本法」及び「情報処理の促進に関する法律」の改正案が、
2016年4月15日に参議院で可決・成立し、政府は「サイバーセキュリティの抜本的な
強化」を推進していくことになりました。
　経済産業省は2016年4月27日に、国家資格となる「情報処理安全確保支援士」制度
を新たに創設。この制度の設立にあたり、支援士試験は、従来の「情報セキュリティ
スペシャリスト試験」の内容をベースにして実施されることが発表されました。
　独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）が、2016年6月27日に発表した、情報処理
安全確保支援士の位置づけについてのプレスリリースを次に掲載します。

(1)情報処理安全確保支援士制度の創設

独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）のプレスリリース

2016年6月27日付

“情報処理安全確保支援士”と
現行の情報セキュリティスペシャリスト試験の位置付けについて

～情報セキュリティスペシャリスト試験の合格者は支援士への有資格者に～

IPA（独立行政法人情報処理推進機構、理事長：富田 達夫）は、情報処理
安全確保支援士制度が創設されることを踏まえ、情報処理安全確保支援士と
現行の情報処理技術者試験「情報セキュリティスペシャリスト試験」の位置
付け、試験実施予定などについて公表しました。

　経済産業省は2016年4月27日に、国家資格となる「情報処理安全確保支援士」
制度を2016年度内に新たに創設するとともに、「情報処理安全確保支援士試験（以
下、支援士試験）」を2017年度から実施することを公表しました（*1）。
　同制度は情報セキュリティの専門的な知識・技能を有する専門人材を登録・公
表するもので、支援士試験は、現在実施している国家試験「情報処理技術者試験」
の「情報セキュリティスペシャリスト試験（以下、SC 試験）」の内容をベース
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「情報処理安全確保支援士」の創設

試
験
制
度
に
関
し
て

に実施されます。
　試験制度における両試験の位置付けは下図のとおりで、これまで情報処理技術
者試験制度の枠組みの中で実施してきた SC 試験は廃止され、支援士試験制度の
中で実施するとされています。

（１）SC試験と支援士試験の実施予定
①既存のSC試験は2016年10月（平成28年度秋期試験）の実施をもって終了し、

支援士試験として2017年4月（平成29年度春期試験）から実施される予定です。
②既存のSC試験と支援士試験のレベルは同等の位置付けです。

（２）支援士となる資格を有する者（予定）
①過去の試験区分（テクニカルエンジニア（情報セキュリティ）試験［SV］）

の合格者（※）

②SC試験合格者
③支援士試験を受験し合格した者

※経済産業省において実施したパブリックコメントの結果を受けて、「情報セキュリティア
ドミニストレータ試験［SU］」の合格者は対象外となったため、記載から除外しています。

（*1）試験ワーキンググループ中間とりまとめ ～情報処理安全確保支援士制度～
http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shojo/johokeizai/shiken_wg/pdf/report_01_01_00.pdf
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第1部　試験概要とその対策

 なお、上記の資格を有する者以外にも、情報処理安全確保支援士として登録す
ることが可能とされています。

※「試験ワーキンググループ中間とりまとめ ～情報処理安全確保支援士制度～」
P5の「＜情報処理安全確保支援士制度の全体像＞」をベースに作成

国家資格「情報処理安全確保支援士」についての詳細は、以下のサイトに
詳しいですので、参考にしてください。
http://www.ipa.go.jp/siensi/index.html
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受験のための試験概要

試
験
制
度
に
関
し
て

　「情報処理安全確保支援士」とは、経済産業省及び独立行政法人情報処理推進機構
（IPA)が運営する新たな国家資格制度で、試験は情報処理技術者試験と併せて実施されま
す。
　情報処理安全確保支援士は、今後ますます必要になる、最新のセキュリティに関す
る知識・技能を備えた、高度かつ実践的な人材を育成することを目的とした国家資格
です。前身の「情報セキュリティスペシャリスト試験」から、試験対象者や出題範囲など
は大きく変わることはありませんが、この試験に合格後、支援士として登録する必要があ
ることや、資格を維持するために定期的な講習の受講が義務づけられる等、従来の情報セ
キュリティスペシャリスト試験から変更になっている部分もあります。

(1)情報処理安全確保支援士試験とは

受験のための試験概要

(2)試験実施日程等
試験実施時期 願書受付期間 合格発表

春期試験 4 月第 3 日曜日 １月中旬から約１ヵ月間 試験実施日より約 7 〜 8 週後
秋期試験 10 月第 3 日曜日 7 月中旬から約１ヵ月間 試験実施日より約 7 〜 8 週後

(3)出題形式・問題数・解答数

試験区分

午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ

9:30 〜 10:20
（50 分）

10:50 〜 11:30
（40 分）

12:30 〜 14:00
（90 分）

14:30 〜 16:30
（120 分）

出題形式 出題数
解答数 出題形式 出題数

解答数 出題形式 出題数
解答数 出題形式 出題数

解答数

情報処理安全確保
支援士試験

多肢選択式
（四肢択一）
共通問題

30 問
30 問

多肢選択式
（四肢択一）

25 問
25 問 記述式 3 問

2 問 記述式 2 問
1 問

※情報処理技術者試験の高度試験午前Ⅰと共通問題を出題する。
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(5)免除制度

(4)採点方式・配点・合格基準
（1）	 情報処理安全確保支援士試験（以下、支援士試験という）の各時間区分（次表

の午前Ⅰ、午前Ⅱ、午後Ⅰ、午後Ⅱの試験）の採点方式は、素点方式を採用する。
（2）	 支援士試験の合格基準は、各時間区分の得点がすべて基準点以上の場合に合格

とする。
（3）	 配点（満点）及び基準点は次のとおりとする。なお、試験結果に問題の難易差

が認められた場合には、基準点の変更を行うことがある。

●配点及び基準点
試験区分 時間区分 配点 基準点

情報処理安全確保支援士試験

午前Ⅰ 100 点満点 60 点

午前Ⅱ 100 点満点 60 点

午後Ⅰ 100 点満点 60 点

午後Ⅱ 100 点満点 60 点

（4）	 問題別配点割合は、次のとおりとする。

●各試験区分の問題別配点割合

試験区分
午前Ⅰ 午前Ⅱ 午後Ⅰ 午後Ⅱ

問番号 解答数 配点
割合 問番号 解答数 配点

割合 問番号 解答数 配点
割合 問番号 解答数 配点

割合

情報処理安全確保
支援士試験 1 ～ 30 30

各
3.4 点

（※）

1 ～ 25 25 各 4 点 1 ～ 3 2 各50 点 1、2 1 100 点

（5）	 次のとおり「多段階選抜方式」を採用する。
・	 午前Ⅰ試験の得点が基準点に達しない場合には、午前Ⅱ・午後Ⅰ・午後Ⅱ試験

の採点を行わずに不合格とする。
・	 午前Ⅱ試験の得点が基準点に達しない場合には、午後Ⅰ・午後Ⅱ試験の採点を

行わずに不合格とする。
・	 午後Ⅰ試験の得点が基準点に達しない場合には、午後Ⅱ試験の採点を行わずに

不合格とする。

　支援士試験の午前Ⅰ試験については、次の(１)～(３)のいずれかを満たすことによっ
て、その後２年間受験を免除する。

（※） 得点の上限は100点とする。
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受験のための試験概要

試
験
制
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に
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(6)支援士の登録について
　新しい情報処理安全確保支援士の制度では、「情報処理安全確保支援士試験」の合
格者は、支援士の登録資格を有します。試験に合格した後に、IPAの登録簿に所定の
情報を登録することができます。
　また、IPAのホームページでは、登録した一部情報について公開が行われます。

午後Ⅱ
午後Ⅰ

午前Ⅱ（専門）
午前Ⅰ（共通）

午後Ⅱ
午後Ⅰ

午前Ⅱ（専門）
午前Ⅰ（共通）

午後Ⅱ
午後Ⅰ

午前Ⅱ（専門）
午前Ⅰ（共通）

午後Ⅱ
午後Ⅰ

午前Ⅱ（専門）
午前Ⅰ（共通）

高度試験A 高度試験B 高度試験C 支援士試験

免除対象者

一般受講者

・応用情報技術者試験合格者
・高度試験又は支援士試験合格者
・高度試験又は支援士試験の午前Ⅰで基準点以上の成績を得た者

(7)支援士が受講する講習について
　今回の制度改正で最も大きく変わった部分が、更新制の導入です。支援士には、継
続的な知識・技能の維持等を図るために、講習の受講が義務づけられました。支援士
登録後、登録日を起点として、１年の間に１回の6時間オンライン学習と、3年に１回
の6時間の集合講習（グループ討議を含む）を受けることが資格を継続するために必
要になります。所定の講習を期限までに受講しなかった場合は、登録の取消し又は名
称の使用停止になる場合があります。

情報処理安全確保支援士試験の登録手続き・講習の詳細については
以下のURLをご参照ください。
http://www.ipa.go.jp/siensi/index.html

（1）応用情報技術者試験に合格する。
（2）いずれかの高度試験又は支援士試験に合格する。
（3）いずれかの高度試験又は支援士試験の午前Ⅰ試験で基準点以上の成績を得る。
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第1部　試験概要とその対策

　サイバーセキュリティに関する専門的な知識・技能を活用して企業や組織にお
ける安全な情報システムの企画・設計・開発・運用を支援し、また、サイバーセ
キュリティ対策の調査・分析・評価を行い、その結果に基づき必要な指導・助言
を行う者

(1)対象者

出題範囲

　セキュリティ機能の企画・要件定義・開発・運用・保守を推進又は支援する業
務、若しくはセキュアな情報システム基盤を整備する業務に従事し、次の役割を
主導的に果たすとともに、下位者を指導する。
①情報システムの脅威・脆弱性を分析、評価し、これらを適切に回避、防止する

セキュリティ機能の企画・要件定義・開発を推進又は支援する。
②情報システム又はセキュリティ機能の開発プロジェクトにおいて、情報システ

ムへの脅威を分析し、プロジェクト管理を適切に支援する。
③セキュリティ侵犯への対処やセキュリティパッチの適用作業など情報システム

運用プロセスにおけるセキュリティ管理作業を技術的な側面から支援する。
④情報セキュリティポリシの作成、利用者教育などに関して、情報セキュリティ

管理部門を支援する。

(2)業務と役割

(3)期待する水準

IPAから公表されている「試験要綱」（Ver 3.0 平成 28年10月21日）の中で、次のように試
験の対象者像、業務と役割、期待する技術水準が説明されています。

　情報セキュリティ技術の専門家として、他の専門家と協力しながら情報セキュ
リティ技術を適用して、セキュアな情報システムを企画・要件定義・開発・運用・
保守するため、次の知識・実践能力が要求される。
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出題範囲
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(4)出題範囲

①情報システム又は情報システム基盤のリスク分析を行い、情報セキュリティポ
リシに準拠して具体的な情報セキュリティ要件を抽出できる。

②情報セキュリティ対策のうち、技術的な対策について基本的な技術と複数の特
定の領域における応用技術をもち、これらの技術を対象システムに適用すると
ともに、その効果を評価できる。

③情報セキュリティ対策のうち、物理的・管理的な対策について基本的な知識と
適用場面に関する技術をもつとともに、情報セキュリティマネジメントの基本
的な考え方を理解し、これを適用するケースについて具体的な知識をもち、評
価できる。

④情報技術のうち、ネットワーク、データベース、システム開発環境について基
本的な知識をもち、情報システムの機密性、責任追跡性などを確保するために
必要な暗号、認証、フィルタリング、ロギングなどの要素技術を選択できる。

⑤情報システム開発における工程管理、品質管理について基本的な知識と具体的
な適用事例の知識、経験をもつ。

⑥情報セキュリティポリシに関する基本的な知識をもち、ポリシ策定、利用者教
育などに関して、情報セキュリティ管理部門を支援できる。

⑦情報セキュリティ関連の法的要求事項などに関する基本的な知識をもち、これ
らを適用できる。

　支援士試験では、受験者の能力が期待する技術水準に達しているかを、午前Ⅰ・午
前Ⅱの試験では知識を問うことによって、午後Ⅰ・午後Ⅱの試験では技能を問うこと
によって評価します。
　午前と午後の出題範囲は次ページのとおりです。
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第1部　試験概要とその対策

●午前の出題範囲
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■重点分野
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■重点分野
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●午後の出題範囲

1.	 情報セキュリティシステムの企画・要件定義・開発・運用・保守に関すること	
情報システムの企画・要件定義・開発、物理的セキュリティ対策、アプリケー
ション（Webアプリケーションを含む）のセキュリティ対策、セキュアプロ
グラミング、データベースセキュリティ対策、ネットワークセキュリティ対策、
システムセキュリティ対策 など

2.	 情報セキュリティの運用に関すること		
情報セキュリティポリシ、リスク分析、業務継続計画、情報セキュリティ運用・
管理、脆弱性分析、誤使用分析、不正アクセス対策、インシデント対応、ユー
ザセキュリティ管理、障害復旧計画、情報セキュリティ教育、システム監査（の
セキュリティ側面）、内部統制 など

情報処理安全確保支援士試験の試験要綱・シラバスは
以下のURLより入手可能です。
https://www.jitec.ipa.go.jp/1_04hanni_sukiru/_index_hanni_skill.html
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第1部　試験概要とその対策

3.	 情報セキュリティ技術に関すること	 	
アクセス管理技術、暗号技術、認証技術、マルウェア（コンピュータウイルス、
ボット、スパイウェアなど）対策技術、攻撃手法（ソーシャルエンジニアリ
ング、サイバー攻撃など）、セキュリティ応用システム（署名認証、侵入検知
システム、ファイアウォール、セキュアな通信技術（VPN ほか）、鍵管理技術、
PKIなど。また、周辺機器も対象とする）、監査証跡のためのログ管理技術な
ど

4.	 開発の管理に関すること	 	
開発ライフサイクル管理、システム文書構成管理、ソフトウェアの配布と操作、
人的管理手法（チーム内の不正を起こさせないような仕組み）、開発環境の情
報セキュリティ管理、脆弱性情報収集管理 など

5.	 情報セキュリティ関連の法的要求事項などに関すること		
情報セキュリティ関連法規、国内・国際標準、ガイドライン、著作権法、個
人情報保護、情報倫理 など
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ここでは、試験の傾向と対策を述べていきます。過
去に出題された内容から、試験への取り組み方を学
びましょう。

試験の傾向と対策

29
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第1部　試験概要とその対策

1.「午前試験」の傾向と対策

　午前Ⅰ試験は高度系区分共通の試験です。情報処理技術者試験の全範囲を対象に30
問出題されますが、いずれもその時に開催されている応用情報技術者（AP）試験の
午前問題から抜粋されます。応用情報技術者試験の午前問題は全部で80問なので、そ
こから選定された４割弱の問題が出題されるというわけです。問題の難易度は、応用
情報技術者試験の午前問題なので（午前Ⅱ以後の“レベル４”よりも１段階低い）“レ
ベル３”で、配分は、下図のようにテクノロジ系の割合が多い点が特徴になります。
になります。

　情報セキュリティスペシャリスト試験（SC）の午前試験には“午前Ⅰ試験”と“午前Ⅱ試験”
がありました。いずれも4つの選択肢から1つの正解を選ぶ多肢選択式で、試験方式そのもの
は情報セキュリティマネジメント（SG）試験や基本情報技術者（FE）試験など、他の試験区
分と同じです。

(1)午前Ⅰ試験の傾向

　一方、午前Ⅱ試験は25問で出題範囲は次のとおりです。ネットワーク＆セキュリティ
の問題（つまり、この試験区分の重点分野の問題）が約20問（80%）、その他の分野
が残りの約5問になっています。

(2)午前Ⅱ試験の傾向

テクノロジ系 マネジメント系 ストラテジ系

16問
（53％）

5問
（17%）

9問
(30%)

・ネットワーク
・セキュリティ

・データベース
・システム開発技術
・ソフトウェア開発管理技術
・サービスマネジメント
・システム監査

20 問
（80％）

5問
（20％）



試し読みはお楽しみ
いただけましたか？

ここからはManatee
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ご紹介します。
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」

2017

3.15

1 2
見て覚える!
短期集中型の試験問題対策書
情報処理安全確保支援士試験のため「どうすれば効率良
く学習できるか」を最大限考慮した対策テキストです。試
験そのものはこれまでの「情報セキュリティスペシャリスト
試験」と変わらないため、たくさんストックされてきた過去問
題を使う試験対策がベスト。本書も過去問題を最大限活
用しながら学習が進むように構成しています。具体的には
記述式の“過去問題”資産を使い分け、合格に重要な“午
後問題”に絞り込み構成しました。

これで合格！
情報処理安全確保
支援士試験

マイナビ出版　早川洋志・
藤田尚也（著者）、
ITのプロ 46 代表 三好康之（監修）
320 ページ　価格：3,154 円（PDF）

IPA 試験

知識があれば解ける問題と、
状況を正確に把握しないと解けない問題に注意

試験範囲を徹底分析&網羅！
初学者でも安心のSG対策書
本書は、長年の指導経験に基づく試験分析とオリジナル
AIによる分析を組み合わせて徹底的に改訂したSG（セマ
ネ）対策書の決定版です。セキュリティ以外にも、テクノ
ロジ系、ストラテジ系の基礎知識をしっかり積み上げなが
ら、関連度の高い周辺知識を合わせてていねいに解説し、
初学者でも安心して学習ができる内容となっています。ま
た、随所に演習問題を組み込み、巻末には平成28年度
秋期試験の過去問題＆解説を提供しています。

徹底攻略 情報セキュリティ
マネジメント教科書 
平成 29 年度
インプレス　株式会社わくわく
スタディワールド 瀬戸美月・
株式会社わくわくスタディワールド 
齋藤健一（著者）
512ページ　価格：1,922 円（PDF）

IPA 試験

演習問題を組
み込むほか、

ダウンロード読
者特典に

模擬問題や29
年度春解説など

を提供

インプットした知識をしっかりと
記憶に残せる、合格力がしっかり身に付く構成

本書は実際の
問題に

コメントを入れ
て解説を

行うスタイル



Linux 環境構築もラクラク
LPICの基礎固めに最適な本

その他

コミカルな会話で理解する
IT パスポート対策書

IPA試験

DTPエキスパート認証試験
唯一無二の詳細解説書 !

その他

Java SE 7/8 Bronze 合格に
必要な知識をしっかり習得

Oracle Database 11gの
新機能もバッチリ解説 !
ベンダー
試験

CCENT/CCNAの
ICND1 新試験

ベンダー
試験

1週間でLPICの基礎が学べる本 
第 2 版

本書は、初心者がスムーズに試験対策を行えるよ
う、事前に基礎固めを行うための Linux 入門書
です。試験情報や練習問題も数多く掲載している
ので、資格取得を視野に入れた効率的な基礎学
習が行えます。

インプレス
中島能和（著者）

296 ページ　価格：2,376 円（PDF）

文系女子のための ITパスポート合格
テキスト＆問題集

数学やパソコンが苦手な【ゆいさん】と学ぶ ! 会
話形式でコミカルに読める文系な人向けの IT パ
スポート学習書です。最新シラバス 3.0 に対応し
た丁寧な解説と巻末の問題集で、基礎学習から
試験前の仕上げまでバッチリ!

インプレス
滝口直樹（著者）

560 ページ　価格：1,490 円（PDF）

JAGAT DTPエキスパート認証試験
スーパーカリキュラム 第 12 版準拠

DTP エキスパートカリキュラム、最新第 12 版に
準拠した詳解書です。カリキュラム解説＋過去問
題＋公式模試で、合格できる力が身につきます。
十分な用語解説（索引項目数約 2,000）、過去問
題、模擬試験問題も掲載。

マイナビ出版
野尻研一（著者）

376 ページ　価格：4,860 円（PDF）

徹底攻略 Java SE 7/8 Bronze 
問題集［1Z0-814］対応

Java プログラマ資格の試験「Java SE 7/8 
Bronze」（1Z0-814）に対応。Webからダウンロー
ドできる模擬問題 60 問を付属した計 256 問を収
録。初心者でも基礎が身に付くように配慮された
問題構成が他にはない特徴です。

インプレス
志賀澄人・山岡敏夫（著者）

328ページ　価格：2,484 円（PDF）

徹底攻略 ORACLE MASTER 
Bronze DBA11g

問題集 [1Z0-018J] 対応
経験豊富な認定講師が 303 問を書き下ろし。そ
の解説には設問のポイントが的確に解説されてい
るので、合格に必要な知識を無理なく習得できま
す。さらに最終章には実際の試験を想定した模擬
問題を掲載しました。

インプレス
小林圭、ソキウス・ジャパン（著者）
248 ページ　価格：2,777 円（PDF）

徹底攻略 Cisco CCENT/CCNA 
Routing & Switching 教科書

ICND1編［100-105J］［200-125J］V3.0対応

100-105J および 200-125J の試験範囲を丁寧に
解説します。暗記しておいたほうが良い箇所や、
試験対策に必要な知識も分かりやすくまとめてあ
ります。演習問題もたくさん収録されているので、
本番の試験対策もバッチリ!

インプレス
株式会社ソキウス・ジャパン（著者）

864 ページ　価格：4,104 円（PDF・書籍）
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